
COVID-19感染症に関する
会員緊急調査 結果

（北海道版）

調査期間：2020/4/27－2020/5/1
回答者数：1014
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主たる対象者

勤務施設での立場

対象とするステージ



COVID-19への感染

症状なし：濃厚接触なし 954

症状なし：濃厚接触あり、PCR検査‐未実施 6

症状なし：濃厚接触あり、PCR検査‐陰性 7

症状なし：濃厚接触あり、PCR検査‐陽性 0

症状あり：PCR検査‐陰性 0

症状あり：PCR検査‐陽性 0

その他 8
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COVID-19感染拡大前と変わらない

時短勤務

勤務日数が減った

自宅待機（（職場都合）

自宅待機（濃厚接触など）

COVID-19感染で療養中（療養した）

COVID-19感染以外で療養中（療養した）

勤務日数/勤務時間が増えた

COVID-19感染拡大の影響により退職した

その他

仕事上の影響

回答者の個人的な状況
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特に生活に影響はない

同居者の在宅勤務等で影響がある

家族の介護サービス等の休止等

子ども等の休校や学童等預け先の休止

等

生活面での影響

ふだんと特に

変わらない, 
124

不安や緊張

が少しある, 
502

不安や緊張

がある, 342
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体調不良が

少しある, 0

体調不良が

ある, 0
その他, 8

7

24

43

913

その他

家族に差別（偏見）あり

自身に差別（偏見）あり

なし

回答者の個人的な状況
精神面の影響

身体面の影響
医療従事者であることによる差別や偏見
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Covid-19感染症に対して個人として気をつけていること
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PPEの使用基準や使用方法が周知されている

組織としての対応が周知・共有されている

マスクや消毒液等の供給が十分ある

施設全体の感染情報（感染者、発熱者の有無等）が日々把握されている

感染症者が発生した場合のリハ/作業療法介入の基準を決めている

集団感染が発生した場合の対応策が決まっている

患者または職員が感染した場合の対応策が決まっている

患者または職員の感染疑いの場合の対応策が決まっている

部門ごとに感染症対策の責任者を決めている

COVID-19感染症に関する対応部署（例：感染症対策委員会等）がある
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ペーパータオル

消毒剤（機材、テーブル等の滅菌・消毒用）

手指消毒剤（石鹸、除菌アルコール等）

フェイスシールド

ゴーグル

エプロン

ガウン

手袋

マスク

所属する施設での対応状況

物品の充足状況（不足しているもの）

本件に対する組織体制
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ユニフォームは毎日取り替える

院外での生活のあり方について、職員指導を徹底している
職員のストレスや不安に気を配る

体調不良時に安心して休めるように、職員の心理的安全に配慮している
体調不良時の連絡体制、急な休暇時における代行体制を構築ししている

過度の勤務体制にならないよう配慮している
担当者の代替え（代行）を行わない

外来と入院、病棟ごとなど配属を決め複数の場への行き来を減らす
職員の健康状況を毎朝把握している
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作業療法室内で個人使用する物品と共用する物品を分ける

動線とテーブル等の位置を見直し、患者同士が接近しないようにする

１回の時間に部屋に入る人数の上限を決める

換気を行う

ドアノブなど複数の人が触る場所は時間を決めて定期的に消毒する

毎日（または半日ごと）、作業療法室全体の消毒を行う

所属する施設での対応状況
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電話、キーボード、ドアノブ、水道、等、共有するものを消毒する

ミーティング等は各部門の管理者のみにする、ICTで行う等の工夫をしている

デスクが向かい同士の場合、間に透明シートなどを吊り下げて仕切る

昼食時も会話は控え、食後にマスクをしてから話す

仕事以外の会話は控える

定期的に時間を決めて換気をする

事務作業の時間帯をずらす等、人が集まらないようにする

スタッフルームに入るたびに手洗いまたは消毒をする

部門の管理

環境の管理
作業療法室

スタッフルーム
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使用した治療器具は、利用後アル

コール消毒を行う

ディスポタイプの手袋を着用し、１

患者ごとに取り換える

患者（利用者）にマスク着用を促し

ている

患者（利用者）自身の手洗いまた

は手指消毒を実施している

作業療法実施の後、手洗いまた

は手指消毒を行っている

作業療法実施の前、手洗いまた

は手指消毒を行っている

必ずマスクを着用している
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その他

プログラムで使用する道具は終了後に毎回

消毒する

プログラム開始時に参加者全員の手を消

毒する

集団で体操をする場合は、病棟内で実施

し、複数の病棟の患者が一緒にならないよ

うにする

集団での活動は、できる限り病棟内とし、外

来者との接触を避ける

発熱確認を病棟看護師に依頼し、発熱のな

いものに対して作業療法を実施する

所属する施設での対応状況
患者・対象者へ接する際の対応

室内での作業療法場面 集団での作業療法場面
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独居や身寄りのない利用者が通常

と異なる状況の時は、ケアマネー

ジャー等へ直ちに報告している

感染が不安で利用中断を希望され

る場合、自主トレ、家族/施設職員へ

の申し送り、定期的な状況確認な…

訪問時、感染が疑われる場合、保

健所等に連絡することをあらかじめ

説明している

感染疑い症状がある場合（家族も含

め）の事前連絡をお願いしている

利用者に求める感染対策（マスク、

手洗い、換気）の説明をしている

作業療法士が行っている感染対策

の説明をしている
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担当者会議等、外部の専門

職等との連絡にICT（テレビ電

話等）を利用している

家族等との連絡にICT（テレビ

電話等）を利用している

所属する施設での対応状況
患者・対象者へ接する際の対応

訪問での作業療法場面 その他の場面


